
安
倍
政
権
が
国
会
に
戦
争

法
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

衆
議
院
の
憲
法
審
査
会
で

は
、
与
党
推
薦
の
参
考
人
も

そ
ろ
っ
て
３
人
全
員
が
、
「
戦

争
法
案
」
は
「
憲
法
違
反
」
と

表
明
し
ま
し
た
。

小
林
節
慶
応
大
学
名
誉
教

授
は
、
「憲
法
を
変
え
よ
う
と

し
て
〝
裏
口
入
学
〟
に
失
敗

し
た
安
倍
首
相
は
、
〝
憲
法

ド
ロ
ボ
ー
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に
な
っ
た
」と
語
り

ま
す
。
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本
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案
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と
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さ
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み
わ
智
恵
美
は
、

本
会
議
場
の
討
論
で

新
市
庁
舎
問
題
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

市
長
は
、
市
民
負

担
が
増
え
る
こ
と
に

つ
い
て
一
言
も
言
及

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

負
担
増
に
よ
る
市
民

の
痛
み
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
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オ
リ
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、
隣

に
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る
ア
イ

ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
よ
り

高
層
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ

れ
ら
の
条
件
に
縛
ら

れ
、
今
後
の
建
設
費

の
さ
ら
な
る
高
騰
で
、

市
民
負
担
が
さ
ら
に

増
え
る
こ
と
が
予
想
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れ
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す
。
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日
本
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震
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の
復
興
も
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
さ
え
も
順
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に
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ど
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や
人
材
不
足

が
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本
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舎
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の
再
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発
が
計
画
さ
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い

ま
す
が
、
カ
ジ
ノ
立
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が
前
提
で
す
。
カ

ジ
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は
賭
博
で
す
。
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裁
の
判
例
で
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、

賭
博
は
国
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の
射
幸
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を
助
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、
勤
労

の
美
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を
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し
、
副
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な
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を
誘
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、
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の
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と
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「
上
郷
・
瀬
上
の
自
然

を
守
る
会
」
な
ど
が
取
り

組
み
１
１
万
も
の
署
名
が

貴
重
な
自
然
と
歴
史
的
遺

構
を
壊
す
な
と
市
に
訴
え

続
け
て
い
た
上
郷
猿
田
地

区
。

横
浜
市
は
、
一
部

修
正
や
意
見
を
付
け
て
、

東
急
建
設
が
都
市
計
画
提

案
し
て
い
た
開
発
に
つ
い

て
、
市
の
計
画
と
し
て
位

置
づ
け
、
決
定
に
向
け
手

続
き
を
始
め
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の

問
題
で
急
き
ょ
学
習
会
を

企
画
し
心
配
し
た
方
々
が

４
０
名
も
集
ま
り
ま
し
た
。

横
浜
市
は
、
高
度
成
長

期
に
多
く
の
自
然
の
破
壊

と
引
き
換
え
に
発
展
し
た

大
都
市
で
す
。
そ
の
結
果
、

特
に
旧
市
街
地
の
市
民
は
、

少
な
い
公
園
面
積
や
低
い

緑
被
率
と
い
う
環
境
で
す
。

す
で
に
西
南
部
郊
外
で

は
人
口
減
が
進
み
、
空
き

家
対
策
が
新
た
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
で
生
み
出
さ
れ
る
空
間

的
な
ゆ
と
り
は
、
自
然
環

境
の
再
生
に
あ
て
る
べ
き

で
す
。
既
存
の
緑
の
破
壊

は
極
力
避
け
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

学
習
会
の
後
、
暗
く
な
っ

て
か
ら
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

の
飛
翔
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
多
く
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
す
べ
き
宝

だ
と
思
い
ま
し
た
。
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